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目
滑
穂
役
紹
脅
さ
農
商
工
高
等
曾
議

日
清
戟
後
経
比
呂
と

農
商
工
高
等
合
議

主f:1i

江

減

保

4・

明
治
二
十
九
年
四
月
二
十
八
日
、
勅
令
第
百
五
+
ニ
械
を
以

τ浪
商
工
高
等
合
議
規
則
が
波
布
せ
ら
れ
、
翌
月
六
日
、
一
川
議

長
一
名
、
議
員
二
十
名
、
幹
事
二
名
の
任
命
が
行
は
れ
た
。
本

合
議
は
、
右
規
則
第
一
僚
に
『
農
商
務
大
臣
ノ
庇
都
一
一
同
地
シ
海

外
貿
易
ニ
闘
ス
ル
事
項
ニ
付
農
商
務
大
臣
ノ
治
問
一
一
陪
シ
意
見

ヲ
開
陳
ス
』
井
あ
り
、
ま
た
第
二
燥
に
寸
海
外
貿
易
ニ
捌
ス
ル

事
項
=
付
開
係
各
省
大
臣
一
一
建
議
ス
ル
ヨ
ト
ヲ
得
』
と
あ
る
が

如
く
、
事
ら
外
国
貿
易
の
振
興
を
目
的
と
ず
る
諸
問
並
に
建
議

機
附
で
あ
っ
た
。

己
れ
上
り
た
、
明
治
十
四
年
に
農
商
務
省
が
設
置
せ
ら
れ
た

際
、
そ
O
事
務
半
程
第
十
保
以
下
に
農
商
工
土
等
合
議
の
事
が

渇
げ
ら
れ
、
芭
ち
に
議
員
の
任
命
が
行
は
れ
た
。
而
し
て
本
曾

議
も
亦
消
問
機
関
で
あ
っ
て
、
同
年
五
月
二
十
三
日
の
太
政
官

tm
五
十
凡
各

ハ
四
八

第
五
雄

七
O 

逮
に
は
同
合
議
へ
訴
前
す
べ
き
件
と
し
て
『
内
外
貿
易
ノ
傑
約

闘
税
商
法
就
中
械
工
徒
弟
ノ
契
約
商
標
専
寅
免
許
舎
祉
商
胎
海

員
一
一
閥
ス
ル
諸
法
案
井
コ
山
林
ノ
方
案
及
ヒ
海
陸
ノ
運
漕
道
路

ノ
開
晶
君
川
渠
ノ
疏
遁
港
湾
ノ
修
築
地
方
税
ヲ
以
テ
支
排
ス
へ
キ

土
木
中
問
視
ヲ
以
テ
補
助
セ
V

ト
ス
ル
モ
ノ
郵
便
電
信
線
路
ノ

仲
縮
般
事
建
設
ノ
得
失
農
商
工
=
閥
ス
ル
統
計
共
他
ノ
現
況
調

賓
農
商
工
準
校
糊
業
博
覧
所
共
他
農
商
L
模
範
建
造
物
ノ
設
立

美
術
改
善
ノ
方
法
ハ
訪
首
ノ
官
服
ヨ
ワ
一
藤
長
商
工
上
等
曾
議

ュ
議
拘
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス

北
ハ
他
太
政
官
若
ク
ハ
農
商
務
卿
ヨ

ワ
論
調
シ
グ
ル
事
件
ヲ
日
本
議
シ
、
若
ク
ハ
一
市
命
シ
タ
ル
取
調
ヲ

ナ
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
ス
』
と
あ
る
が
如
く
、
訪
問
の
範
囲
は
刷
る

成
汎
で
あ
っ
た
。

長
商
一
」
高
等
合
議
は
、
と

O
上
等
合
議
の
後
繊
者
で
あ
る
と

も
見
ら
れ
る
が
、
清
問
事
項
が
海
外
貿
易
の
振
興
と
い
ふ
一
期

に
集
中
せ
ら
れ
た
と
己
ろ
に
、
先
づ
性
質
の
痩
化
従
っ
て
政
策

の
具
四
日
化
が
裂
は
れ
、
次
に
上
等
命
日
議
々
員
が
線
て
各
省
高
官

の
中
よ
り
選
任
せ
ら
れ
た
の
に
封
し
、
高
等
合
議
々
員
は
そ
の

十
五
名
ま
で
が
資
業
界
上
り
選
任
せ
ら
れ
た
射
に
於
て
、
性
質

L明治前期勧農事蹟輯録'Jc巻， 69-70頁



の
桶
混
と
同
時
に
民
川
努
力
の
種
調
ル
一
規
ほ
し
め
る
。
円
円
同
時

議
民
中
に
五
名
の
官
一
民
主
加
へ
た
こ
と
、
並
に
民
間
議
員

E
知

名
人
士
に
限
っ
た
こ
と
に
封
し
、
こ
れ
を
難
宇
る
世
論
も
あ
っ

た
や
弓
で
あ
る
が
、
併
し
本
介
議
に
大
友
る
湖
日
を
持
つ
論
者

も
少
く
な
か
っ
た
。

農
商
工
高
等
合
議
開
設
の
目
的
が
外
岡
貿
易
の
振
興
に
資
せ

ん
と
す
る
に
あ
っ
た
こ
と
は
、

始
め
に

一
言
し
た
如
く
で
あ

り
、
更
に
そ
の
専
は
、
二
十
九
年
十
月
十
九
日
に
開
か
れ
た
第

一
同
品
目
議
に
於
け
る
榎
本
農
商
務
大
臣
並
に
大
限
外
務
大
臣
の

翠
世
明
示
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
時
の
問
中
商
務
室
刊
に
し
て
同
曾

議
の
副
議
長
を
命
ぜ
ら
れ
た
金
子
堅
太
郎
白
「
農
商
工
高
等
合

議
胡
設
の
現
島
と
題
ず
る
演
説
は
、
最
も
詳
細
且
つ
閥
系
的

で
あ
る
。
以
下
そ
の
要
拙
を
一
瞥
し
よ
う
。

先
づ
乙
の
砲
の
合
議
は
欧
洲
諸
園
に
悼
れ
で
も
之
を
創
設
し
、

朝
野
の
人
士
を
以
て
之

E
組
織
し
、
国
家
の
農
エ
商
に
開
ず
る

政
策
万
ぴ
事
業
を
企
書
す
る
の
諮
拘
機
闘
と
在
し
て
ゐ
る
が
、

我
図
の
農
工
商
業
も
今
や
か

L
る
合
議
の
創
設
を
促
す
の
機
運

日
清
職
後
鰻
替
三
農
陶
工
高
等
合
議

に
至
り
た
る
己
と
を
述
べ
、
次
に
そ
の
理
由
の
概
要
を
左
白
々

ぐ
説
明
す
る
。

『
俸
一
近
年
本
邦
の
農
工
簡
の
貸
業
は
若
し
〈
愛
塗
し
、
内
閣
人

民
の
需
要
は
多
〈
自
国
白
製
造
品
を
は
て
之
主
供
給
す
る
白
程
度
に

遣
し
、
何
ほ
益
々
長
足
の
並
歩
を
示
す
り
陸
連
に
際
曾
し
た
れ
ば
、

質
業
家
は
濁
9
内
岡
田
商
業
に
安
ぜ
ず
、
更
に
謹
ん
で
我
閣
の
農
産

物
及
製
造
品
を
海
外
に
韓
間
し
て
、
大
に
井
岡
貿
易
を
摘
張
ず
る
。

思
想
を
惹
起
し
た
り
。
是
れ
今
日
図
家
。
臨
済
を
計
書
す
る
盛
め
、

海
外
貿
易
自
椅
張
は
一
日
も
忽
せ
に
す
べ
払
ら
ぎ
る
所
以
な
り
。

簿
二
明
治
一
一
十
七
八
年
日
清
職
争
白
結
果
乏
し
て
、
世
界
に
於
け

る
日
本
の
地
和
は
頓
に
一
捜
し
、
我
農
工
商
甲
賀
業
融
官
も
亦
大
に

其
盲
目
を
革
新
し
た
れ
ば
、
欧
、
米
諸
問
回
調
練
は
皆
我
商
工
業
に
個

射
し
、
彼
等
が
数
百
年
来
事
有
せ
し
束
牛
時
に
於
け
る
亜
細
車
内
市

場
を
奪
取
す
る
も
の
は
、
将
来
白
日
本
な
nJ
さ
の
感
念

E
抱
〈
に
互

り
た
り
。
故
に
将
来
我
貿
易
白
潮
流
は
、
置
に
件
閣
の
貿
易
海
に
混

骨
し
、
海
件
の
組
問
祉
骨
に
於
け
る
泣
動
は
、
誼
ち
h

括
質
業
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
三
決
し
て
前
日
の
比
に
非
ざ
る
な
り
。

帯
三
今
問
肱
米
各
閣
す
一
改
正
締
結
し
た
る
新
棟
約
。
貨
施
も
、
寧

近
〈
三
四
年
の
後
に
迫
り
、

H
つ
外
国
政
府
は
本
邦
旧
農
工
商
業
の

究
況
を
洞
察
す
る
泊
め
に
委
員
を
祇
泣
し
、
又
欧
米
D
商
業
曹
議
所

著
〈
は
合
吐
に
於
て
は
、
特
に
湖
察
員
を
本
邦
に
漉
航
せ
し
め
て
、

我
内
地
に
於
け
る
農
工
向
。
賢
況
を
視
察
し
、
内
地
雑
居
白
後
、
韓

内
地
白
要
所
に
於
て
事
業
を
替
ぎ
ん
さ
す
る
白
計
章
を
成
し
フ

L
b

第
五
寸
八
巻

俸
五
抗

寸匡

ハ
回
丸

，東京緯時新誌寸傍829峨 1026-1027頁
同上，俸848掠， 712. 738貰
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日
清
職
後
程
替
さ
農
商
工
高
等
曹
議

れ
ば
、
品
f
按
年
を
出

σ
ず
し
で
我
究
業
家
は
件
間
人
さ
商
工
業
の

祉
曾
に
於
て
大
に
輪
日
を
宇
ふ
の
時
槽
に
遭
遇
せ
ん
す
」
寸
ロ
』

要
ず
る
に
、
我
が
農
工
商
業
ほ
受
注
し
て
製
品
輪
出
能
力
が

増
大
し
、
殊
に
日
清
戦
争
を
契
機
と
し
て
我
が
閣
際
的
地
位
は

怒
内
的
に
も
政
治
的
に
も
頗
る
上
昇
し
た
結
史
、
欧
米
諸
闘
は

我
が
経
済
力
に
到
し
て
脅
威
を
感
じ
警
戒
を
巌
に
す
る
に
至
つ

た
、
と
れ
に
針
し
如
何
に
苦
慮
す
べ
き
か
は
、
現
在
並
に
将
来

陀
於
け
る
我
岡
経
済
上
の
重
大
問
題
で
あ
り
、
殊
忙
戦
後
経
件
出

争
一
考
ふ
る
上
忙
朝
崎
北
(
に
一
日
も
忽
せ
に
す
べ
か
ら
ざ
る
緊
急

問
題
で
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
っ
て
、
弐
官
は
続
い
て
『
是
を
以

て
現
今
我
邦
経
併
の
章
新
に
感
ゃ
る
の
方
法
は
、
我
農
王
商
業

者
を
し
て
宇
内
の
一
貿
易
界
に
路
建
吐
し
め
、
我
貸
業
、
を
し
て
枇

町
沖
的
の
来
礎
に
則
り
て
我
帝
国
白
貿
易
を
隆
日
国
友
ら
し
む
る
を

企
闘
す
る
に
在
り
』
と
説
い
て
ゐ
る
。

然
ち
ぽ
、
外
岡
貿
易
の
振
興
て
ム
根
本
目
標
に
従
っ
て
、
農

工
商
は
夫
々
如
何
左
右
方
針
に
従
っ
て
と
れ
を
経
管
ず
べ
き
か

第

長
業
。
一
海
外
貿
易
の
貼
よ
り
農
業
を
視
察
す
れ
ば

我
邦
の
農
業
は
先
づ
故
且
一
旦
の
彩
多
な
る
E
と
を
目
的
と
せ
ん
よ

第
五
十
八
番

六
五

O

俸
王
説

七

り
は
、
寧
ろ
口
町
位
争
精
良
同
一
左
ら
し
む
る
と
と
を
謀
る
を
以

て
必
要
止
す
』
と
述
べ
て
、
そ
の
理
由
を
耕
地
面
積
の
狭
小
左

る
と
と
に
帥
し
、
而
し
て
右
の
方
針
に
従
っ
て
経
替
す
る
の
不

可
能
な
ら
ざ
る
と
と
を
域
及
の
棉
花
、
伊
太
利
の
米
、
悌
蘭
西

の
生
称
、
英
図
の
種
羊
を
例

ι事
げ
て
力
説
し
、
日
本
の
如
き

間
税
狭
小
在
る
薗
に
於
て
は
、
農
業
経
替
の
方
針
は
、
此
等
諸

圏
D
如
く
『
数
量
を
目
的
と
せ
や
品
位
を
目
的
と
す
る
E
と、

海
外
貿
易
上
に
於
て
農
業
を
抗
張
ず
る
第
一
の
要
務
な
り
と

す
』
と
結
ぶ
。

先
づ
外
岡
貿
易
上
よ
り
我
が
工
業
を
観
る

に
、
共
同
は
帰
来
頗
る
有
望
左
る
己
と
を
越
.
へ
て
、
モ
白
保
砕

を
(
一
)
症
前
地
理
的
地
位
の
良
好
な
る
と
と
、
(
二
)
人
口
移
多

第

工
業
。

な
る
の
み
泣
ら
宇
、
工
業
闘
民
た
る
べ
雪
資
質
に
於
て
欧
米
人

に
優
る
と
も
劣
ら
ざ
る
E
と
、
(
三
)
石
茨
の
塑
宮
な
る
と
と
、

(
四
)
勢
賃
低
廉
に
し
て
気
候
遁
順
な
る
己
と
、
(
五
)
諸
金
属
及

ぴ
化
事
的
原
料
の
盟
富
が
預
想
さ
れ
る
と
と
、
(
六
)
水
力
電
気

養
源
に
項
目
ま
れ
た
る
と
と
、
の
六
ケ
僚
に
分
設
し
、
失
に
我
が

工
業
の
現
況
を
概
説
し
て
『
我
国
固
有
の
工
業
に
附
て
は
欧
米



。
丈
切
の
皐
理
及
器
械
を
臆
肘
し
て
著
し
く
之
が
改
良
進
歩
を

諜
り
、
外
岡
怖
入
の
物
品
は
漸
次
自
聞
に
於
て
製
造
し
て
共
職

入
を
防
ぎ
、
毛
布
・
化
事
原
料
等
の
殴
物
を
利
用
し
て
再
び
製

造
品
を
作
る
が
如
き
は
、
貨
に
我
工
業
上
の
統
汁
に
於
て
欧
米

人
士
に
恐
怖
の
念
P
一
懐
か
し
め
た
り
』
と
遮
ペ
、
特
に
日
清
戦

争
後
の
工
企
業
の
勃
興
欣
態
並
に
我
岡
山
川
帥
刊
に
工
業
を
以
て
世

見
の
貿
易
場
刊
に
一
男
進
ぜ
ん
と
し
つ
t
h

あ
弓
現
枇
を
指
摘
し
、

進
ん
で
工
業
経
口
方
針
の
大
綱
を
指
示
す
る
己
と
左
の
如
〈
で

あ
る
。(

一
)
一
欧
米
の
先
進
国
忙
向
て
は
、
我
悶
固
有
の
物
産
、
町

ち
生
総
・
茶
・
及
美
術
工
嬰
品
、
北
ハ
他
之
江
類
寸
呂
製
油
口
川
に

し
て
殊
に
手
工
を
要
す
る
が
故
に
、
欧
米
に
於
て
経
済
的
に
之

を
製
設
し
能
は
ざ
る
物
口
聞
を
轍
出
す
る
と
と
を
謀
る
ベ
し
。
」
欧

米
風
の
機
械
的
製
品
を
以
て
欧
米
市
場
に
於
て
競
争
せ
ん
は
、

設
が
工
業
の
現
況
に
於
て
は
未
だ
不
可
能
な
る
が
放
に
、
欧
米

詩
闘
が
我
と
競
争
し
得
ざ
る
製
品
を
以
て
彼
地
市
場
に
進
出

し
、
以
て
販
路
を
抗
張
す
る
を
主
旨
と
す
ペ
し
。

(
二
)
『
亜
細
亜
の
後
進
園
に
向
つ
て
は
(
イ
)
孜
闘
同
有
の
製

日
清
戦
後
替
鰹
芭
農
商
工
高
等
脅
議

法
品
。
内
件
閣
O
需
要
に
遡
ず
る
も
の
を
撰
諜
製
造
し
て
之
を

供
給
し
、
へ
ロ
)
近
来
我
聞
に
於
て
欧
米
の
丈
明
的
の
工
業
を
創

設
し
て
製
造
し
た
る
も
の
i
h

内
、
欧
米
諸
国
よ
り
波
闘
に
輸
入

す
る
も
の
は
我
製
造
品
を
以
で
供
給
す
る
己
と
を
力
む
ペ
し
。
』

殊
に
後
の
鮪
に
つ
い
て
は
、
試
製
又
は
練
習
の
時
期
に
志
る
我

が
輸
入
工
業
の
製
品
は
、
そ
れ
に
で
も
亜
細
古
川
後
進
国
の
需
要

を
充
た
す
巴
十
分
ιな
る
べ
く
、
ま
た
斯
〈
の
如
き
方
針
ほ
既
忙

英
国
・
潤
泡
等
の
諸
国
が
則
っ
て
よ
〈
成
功
を
か
ち
得
た
と
と

ろ
で
あ
る
。

三
一
)
「
我
固
に
模
遺
し
た
る
欧
米
文
明
的
の
製
迭
ロ
聞
が
、
未

だ
粗
維
の
品
質
に
あ
る
問
は
、
先
づ
亜
細
亜
の
後
進
国
忙
供
給

す
る
と
雌
も
、
漸
吹
之
れ
に
改
良
を
加
へ
て
精
ミ
精
巧
白
域
に

建
し
た
る
と
き
に
は
、
先
づ
現
制
高
・
濠
洲
及
び
南
洋
諸
島
民

在
印
刷
す
る
欧
米
人
民
の
需
要
に
供
給
す
る
己
、
と
を
試
む
べ
し
。
』

蓋
し
此
等
の
地
域
に
在
留
す
る
欧
米
人
の
需
要
品
は
本
固
に
於

け
る
も
の
ほ

E
高
級
友
ら
ざ
る
が
故
で
あ
る
。
か
〈
し
て
粗
よ

り
精
に
進
む
機
舎
を
描
み
、
結
局
欧
米
市
場
へ
進
出
す
ぺ
昔
索

地

E
養
ム
ベ
じ
。

停
五
十
八
巻

大
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傍
五
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日
清
鴨
後
鰭
脅
さ
農
向
工
高
等
曾
議

第

商
業
。
商
業
特
に
外
国
貿
易
不
振
の
原
閃
と
し
て
、

悶
岡
後
日
向
ほ
滝
〈
、
且
つ
傑
約
改
一
止
の
間
四
位
専
念
し
て
官

民
共
に
貿
易
O
摘
張
に
荒
す
収
あ
ら
ず
り
し
こ
と
、
貿
易
は
他

動
的
に
し
て
世
人
往
々
居
沼
地
貿
易
を
以
ナ
一
海
外
貿
易
な
り
と

思
考
せ
る
己
と
、
貿
易
を
行
ふ
上
に
最
も
必
認
な
る
相
手
陣
。

政
外
・
経
済
外
の
事
情
に
通
暁
す
る
の
知
識
・
経
験
に
乏
し
き

と
と
、
内
地
商
工
業
に
於
け
る
利
潤
葱
高
〈
、
人
々
は
政
て
囚

雑
な
る
外
同
貿
易
に
従
事
し
上
う
と
し
一
左
い
こ
と
を
ぬ
げ
、
怖

同
入
金
額
巾
に
占
む
る
邦
商
取
扱
高
の
僅
公
な
る
こ
と
、
及
び

商
業
命
日
此
中
に
於
け
る
貿
易
合
祉
の
僅
少
な
る
と
と
を
故
一
示

し
、
進
ん
で
最
近
、
殊
に
日
清
戦
争
を
契
機
と
し
て
、
右
の
貿

易
不
振
の
岡
原
聞
は
弐
第
陀
除
去
さ
れ
ん
と
す
る
情
勢
に
あ
る

E
と
を
就
き
、
最
後
に
貿
易
経
慢
の
方
針
と
し
で
、
定
は
工
業

の
僚
に
掲
げ
た
と
己
ろ
に
照
癒
せ
し
め
、
欧
米
正
封
す
昂
貿
易

及
び
司
制
亜
に
封
ず
る
貿
易
の
方
針
を
分
ち
掲
げ
て
ゐ
る
。

担
て
以
上
の
諸
方
針
を
総
指
し
て
日
〈

『
上
来
関
越
し
た

石
造
工
商
哨
北
の
方
針
に
基
き
、
海
外
貿
易
を
蛾
張
せ
ん
と
欲
せ

ぽ
、
共
模
範
を
肘
界
各
闘
が
具
有
す
る
所
の
貿
易
機
闘
に
則
り
、

策
宜
十
凡
巻

ノ、

王

第
五
腕

1:: 
四

四
隣
に
於
け
る
米
製
造
向
山
主
我
聞
に
輸
入
し
て
我
工
業
の
原
料

と
し
、
又
戎
闘
に
於
て
目
下
製
造
し
能
は
ざ
る
器
械
の
如
き
は

之
を
外
同
よ
り
倫
入
し
、
以
て
製
造
業
を
盛
に
す
る
に
あ
り
。

而
し
て
共
機
闘
の
如
き
は
、
我
倫
出
入
に
通
し
て
完
備
せ
し
む

る
の
目
的
を
以
て
、
持
来
の
進
路
を
誤
ら
歩
、
着
々
之
れ
が
責

施
を
諜
ら
ん
と
欲
ず
、
共
機
闘
の
設
備
は
、
或
は
既
に
政
府
に

於
て
寅
施
し
た
る
も
の
あ
り
、
印
ち
航
海
奨
励
法
・
海
外
商
工

業
副
祭
・
商
工
業
練
習
生
波
法
・
貿
易
品
陳
列
館
是
れ
た
り
。

叉
既
に
民
聞
に
於
て
之
を
笥
施
し
た
る
も
の
あ
り
、
則
ち
横
積

正
金
銀
行
海
外
交
応
・
日
本
部
結
合
枇
新
聞
航
路
是
れ
友
り
。

然
れ
E
も
迂
等
の
事
項
と
雄
ど
も
術
ほ
未
だ
海
外
貿
易
を
横
張

す
る
に
常
り
十
分
在
り
と
云
ム
べ
か
ら
や
J

。
而
し
て
共
諸
機
闘

を
完
備
せ
し
め
ん
と
欲
せ
ば
、
官
民
一
致
協
同
し
、
国
家
の
経

済
を
計
誕
す
る
の
大
目
的
を
以
て
之
れ
民
営
る
に
あ
ら
ざ
れ

ば
、
安
敢
て
共
成
功
を
見
る
己
と
を
符
ん
や
」
と
。

浪
商
工
高
等
合
議
設
世
D
限
目
た
る
外
聞
貿
易
の
振
興
は
、

日
清
職
後
粧
品
河
の
中
心
週
日
で
あ
っ
て
、
輿
論
も
期
せ
中
し
て



己
L

K
集
中
し
た
。
例
へ
ば
日
本
貿
易
協
舎
は
「
海
外
貿
易
繍

張
古
見
一
と
祖
ず
る
一
書
を
編
し
て
合
員
及
び
営
路
者
に
頒
布

し
た
が

モ
と
に
は
貿
易
振
興
の
た
め
胞
設
す
べ
き
も
の
と
し

て
・
(
一
)
商
業
の
組
織
は
将
来
事
ら
合
本
結
枇
白
方
法
に
操
る

ペ
き
己
と
、
(
二
)
貿
易
金
融
機
関
の
同
滑
を
刷
る
.
へ
き
と
と
、

(
三
)
杭
路
償
提
と
共
に
海
外
貿
易
商
品
の
運
賃
を
低
減
す
ぺ
き

と
と
、
(
川
崎
)
税
闘
倉
直
の
使
利
を
損
充
し
且
つ
税
開
問
A
H
官
私
設

倉
市
を
設
く
〈
き
こ
と
、
(
宜
)
商
品
陳
列
館
を
設
置
す
べ
き
己

と
、
(
六
)
領
事
制
度
を
一
新
す
る
こ
と
、
(
七
)
商
業
通
信
機
闘

を
設
備
す
る
と
と
、

(
八
)
海
外
商
業
税
容
員
を
汲
遣
す
る
己

と
、
(
九
)
海
外
商
業
上
の
要
地
民
倫
出
版
賀
代
疎
開
を
設
け
る

れ商こ
て~~と
ゐ主坦
る5)合主
。の JL
周貿
H品易
を家
立を
つ養
ベ成
脅す

こ'"
とき
、己

のと

+ 
十

項
目ご
が型
掲治
If & 
らぴ

ま
も
江
東
京
商
業
合
議
所
は
、
直
輸
出
入
。
務
速
を
援
助
ず
べ

き
施
策
に
つ
き
、
農
商
務
省
の
諸
問
陀
答
へ
て
、
(
ご

館
を
榊
設
し
領
事
の
任
刷
に

一
居
の
一
注
意
を
加
ふ
る
と
と

貿
易
の
機
閥
た
る
銀
行
を
増
設
し
て
大
に
金
融
の
使
を

日
清
職
後
睦
普
三
農
商
工
高
等
官
議

領
事

開
〈
己
と
、
(
一
二
)

外
図
の
商
情
に
通
暁
す
る
人
物
を
養
成
す

る
こ
と
、
(
四
)

税
闘
の
規
模
を
携
張
ず
る
乙
と
、
(
五
)

府
に
於
て
牒
入
す
る
外
国
品
は
可
成
我
岡
商
人
の
宇
陀
託
す
る

己
と
、
並
に
共
購
入
手
続
を
簡
易
に
ず
る
己
と
、
(
六

事
業
主
擬
張
す
る
と
と
、
(
七
)

商
品
陳
列
所
を
設
置
し
て
内

外
品
の
見
本
を
営
業
者
に
縦
覧
せ
し
む
る
と
色
、
(
八
)

門
聞
を
斉
一
に
し
且
品
川
迭
の
弊
を
矯
む
る
と
と
、
の
八
項
同
を
答

申
し
て
ゐ
る
。

政
府
も
勿
論
貿
易
の
振
興
に
は
甚
大
た
る
宥
慮

E
掛
っ
て
ゐ

る
の
で
あ
っ
て
‘
帥
ち
三
十
九
年
二
月
陀
は
農
商
務
省
殻
算
臨

時
部
歳
出
中
応
、
外
岡
貿
易
脱
張
費
態
定
経
費
を
、
同
巳
〈
経

常
部
歳
出
中
に
貿
易
口
町
陳
州
館
設
立
費
を
計
上
し
で
振
興
政
策

の
一
歩
を
踏
出
し
た
。
而
し
て
前
者
は
一
一
十
九
年
度
よ
り
五
ケ

年
間
年
額
六
高
困
を
支
出
せ
ん
と
ず
る
も
の
で
あ
っ
て
、
貿
易

獄
張
施
設
の
内
容
は
、
農
商
工
高
等
舎
議
。
開
設
、
海
外
商
況

同
察
、
海
外
資
業
練
習
生
の
涙
出
品
、
商
品
見
本
の
叩
復
活
、
商
品

の
試
験
製
遇
、
海
外
商
況
報
告
の
六
項
目
で
あ
る
。
農
商
工
高

等
合
議
の
開
設
が
そ
の
第
一
項
目
に
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
己
と
は

第
五
十
八
巻

傍
王
掠

七
五

六
五

政
Y毎
運

手t
梨
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日
清
職
後
鰹
密
さ
農
両
工
高
等
骨
議

政
府
が
己
れ
を
如
何
に
重
要
視
し
た
か
を
示
す
も
の
で
あ
ら

う

而
し
て
議
舎
に
於
け
る
そ
の
提
案
理
由
を
詑
明
し
た
の
は
金

子
次
官
で
あ
っ
て
、
偽
見
氏
は
『
二
十
七
年
農
商
務
次
官
忙
な

っ
た
金
子
弘
太
郎
は
、
日
清
戦
役
前
後
。
排
局
に
営
り
、
鴨
後

経
管
の
一
策
と
し
て
初
め
て
外
図
貿
易
損
張
費
を
強
算
に
計
上

し
て
、
我
針
外
貿
易
政
策
上
に
一
新
紀
一
万
伊
作
っ
た
功
持
者
で

あ
E
C
と
い
ひ
、
更
に
金
子
氏
自
身
は
二
十
八
年
十
一
月
の
東

洋
経
桝
新
報
に
「
将
来
の
園
家
経
桝
策
」
と
顕
す
る
一
女
を
寄
せ

て
4
余
を
以
て
見
れ
ば
我
岡
崎
附
来
の
岡
家
経
済
策
は
農
業
に
あ

ら
す
商
業
に
あ
ら
ず
し
て
工
業
に
あ
り
、
豊
工
商
三
者
相
待
ち

て
宮
岡
の
貨
始
め
て
串
ぐ
る
を
得
べ
き
は
論
注
し
と
躍
も
、
目
取

も
重
き
を
置
く
べ
き
は
夫
れ
工
業
乎
」
云
々
と
論
じ
で
ゐ

Z
o

要
す
ろ
に
、
農
商
工
高
等
曾
議
は
、
日
清
戦
役
経
替
上
の
最

重
要
問
暗
た
る
海
外
貿
易
蹟
張
の
た
め
の
諸
施
策
の
一
と
し
て

開
設
せ
ら
れ
た
も
り
で
あ
っ
て
、
そ
の
開
設
に
は
金
子
吹
官
の

功
絞
が
興
っ
て
力
が
あ
っ
た
3

氏
の
工
業
立
閣
論
は
上
掲
の
如

ぐ
で
あ
り
、
ま
た
そ
れ
は
同
曾
議
開
設
理
由
に
闘
す
る
演
説
中

第
五
+
凡
貌

瓦
一
九
四

七
六

t
F
五
韓

に
明
か
に
示
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
何
れ
に
し
て
も
貿
易
振
興
の
根

祇
に
は
先
づ
工
業
の
護
法
が
友
く
て
は
左
ら
宇
、
従
っ
て
同
合

議
に
於
て
は
共
後
工
業
政
策
に
闘
し
で
も
諮
拘
せ
ら
れ
て
ゐ

る
。
併
し
そ
れ
に
つ
い
て
は
別
D
機
曾
に
譲
り
た
い
と
思
ム
。

附
記

i
本
備
は
「
明
消
維
新
以
後
に
於
け
る
純
持
政
策
の
嗣
究
」
な
る

題
下
に
、
日
本
田
明
摘
振
興
曾
よ
m

り
援
助
を
受
け
て
な
し
つ
L
あ
芯
研

究
四
一
部

e
あ
る
。
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